






















































































































































































































































































　　　　　　　一　　　一　　　　　（例）　 おほきみかど　 　　　　　 　 　おほきおほいまうちぎみ
〔7〕その他，連語か1語かが問題になるようなものの例。
　　　あな／かしこ　　あな／かま　　いざ／たまへ　　ただ／泣きに／泣
　　　く（「泣き」は動詞）　　いや／高に（「高」は名詞）
（5）単位のはば
〔1〕原則として，同語別語の認定は金田一京助『辞海』にしたがう。注8）
〔2〕品詞や動詞の自他がちがうことだけでは，別語の条件にしない。たとえ
　　ば，　「あはれ」では，名詞・形容動詞・感動詞の用例を合併してかぞえ
　　てある。注9）
　〔21〕品詞との関係で問題になるものは，っぎのようにあつかう。
　　〔211〕「いはく」の類は動詞（「いふ」）に。
　　〔212〕「起きもせず」「見にゆく」の類は動詞（「起く」「見る」）に。
　　　　　ただし，「2皇す」「≡す」などは名詞（「つき」「たえ」）に。
　　〔213〕「夜をさむみ」の類は形容詞（「さむし」）に。
　　〔214〕「はかなの」「あなかしこ」の類は形容詞（「はかなし」「かしこし」）に。
　〔22〕枕詞だという理由だけでは特別あつかいしない。
　　　　　（例）枕詞「こもりぬの」は名詞「こもりぬ」に，枕詞「芦がちる」
　　　　　　　　は名詞「芦」と動詞「ちる」とに，それぞれ合併。
〔3〕っぎにあげるようなものは，意味や表記のちがいを無視して合併する。
　〔31〕　動物名と方角・時刻名。
　　　　　（例）　うし　　ひつじ　　うま
　（32〕植物名とかさねの色目。
　　　　　（例）　さくら　　やまぶき　　やなぎ
　〔33〕官位・職名と，それが人名のように使われたもの。
　　　　　（例）右大将　　式部
　〔34〕　同音の地名’人名。
　　　　　（例）阿波～安房　　紀伊～城　　隆親～挙周
〔4〕つぎにあげるような，意味のちがいに関係しないよみ方・発音のちがい
　　は無視して合併する。
　〔41〕　清濁。
〔42〕
〔43〕
〔44〕
〔45〕
〔46〕
　（例）おほどる（源氏）～おぽとる（枕）
　　　　諦す（伊勢・源氏・紫）～請ず（枕）
特殊かなつかいのよみ方。
　（例）ぬもり（万葉）～のもり（古今・後撰）
つまる音のあるなし。
　（例）　もとも（万葉・徒然）～もっとも（竹取）
む～ん。
　（例）ねむごろ（伊勢・更級・方丈）～ねんごろ（源氏・徒然）
　　　　おむやうじ（伊勢）～おんやうじ（枕・源氏など）
um～mum，　ub～mub。
　（例）　うま～むま　　うめ～むめ
　　　　うべ～むべ　　うばたまの～むばたまの
かみ～かむ～かん。
　（例）かみなづき（万葉・後撰・更級・徒然）～かむなづき（伊勢・
　　　　古今）～かんなづき（源氏・紫）
〔5〕活用形の音便は原形に合併し，活用語の代表形および無活用語における
　　音便は別語とした。
　　　（例）書いて→書く
　　　　　　おもしろう→おもしろし
　　　　　　掻いなつ／掻きなづ
　　　　　　きさい／きさき
　　　　　　斯う／斯く
　　　　　　まいて／まして
　注1）全体で統一的な作品をなしていると考えれば，これらもふくめるべきだ
　　　が，万葉のばあい，歌の部分とはかなり異質だとおもわれるのではぶき，
　　　古今・後撰もこれにならった。
　注2）たとえば，万葉の「思ひうらがれにけり」（2465），「こぎ≡小舟」（358）
　　　のように，すでにその訓のまちがいがあきらかなばあいも，　「思ひうらぶ
　　　れにけり」　「こぎみる小舟」という訓は採用しなかった。中途はんぱに訂
　　　正するよりは，　「総索引本万葉集」に徹した方が，性格がはっきりしてい
　　　てよい，とおもったからである。このため，おなじような文句が二つ以上
　　　の作品にでてきたばあい，それぞれ別に解釈され，ちがった単語としてか
　　　ぞえられている可能性がある。
　注3）このため，やはり，おなじようなかけことばの主従が作品によって逆に
　　解釈されている可能性がある。
注4）これらを助詞なみにするなら，敬称の接尾語「～どの」も同類とすべき
　　だったかもしれない。しかし，　「～どの」がたてものの意味をもっている
　　ことがあること，　「～院」　「～公」　「～卿」などとのあいだに線をひきに
　　くいこと，などの理由で，そうしなかった。
注5）現在の総索引類も大体こうしているが，理論的にはむしろきるべきかも
　　しれない。この語い表をもとにして，きるという方針で集計しなおすこと
　　はできるので，一応つづけておいた。具体的ないちいちの例について，複
　　合動詞とみとめるか，臨時に2語のつづいたものとするかについては，不
　　統一なところが残っているとおもわれる。
注6）ここでとった方針のうち，常識的にとられている単語認定の方針と，い
　　ちばん大きくくいちがうかもしれないのは，この頃目である。この点につ
　　いては，索引のあいだに，かなりの不一致がみられるにもかかわらず，は
　　っきり処理の方針をかいたものは，ほとんどない。かげろふ・紫の索引で，
　　「心」　「もの」に形容詞・形容動詞がっいたばあいはつける，とある程度
　　である。一方には，たしかに複合語とおもわれる結合もあるが，名詞に助
　　詞がつかずにつかわれることのおおい古代語では，連語と複合語との区別
　　はあいまいで，一貫した方針をつくろうとすると，このように原則として
　　（きれるだけ）きる，ということになってしまう。
注7）万葉の「ちぢはは」　「さといへ」，方丈・徒然の「つかさくらゐ」のよ
　　うに，2語としてあったものを修正して1語としたものもいくつかあるが，
　　この点でもやはり不統一が残っているだろう。
注8）　『辞海』をえらんだ理由は，基本語も古語ものっている中辞典であり，
　　その同語別語の認定がわりに妥当だとおもわれたからである。結果的には，
　　辞典や索引の類で別語としているものを合併したばあいがおおい。
注9）　「あはれ」に（形動）とあるような品詞の注記は，意味をあきらかにす
　　るための便宜上のものであり，したがって付表の品詞別統計表もおおよそ
　　のものである。
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